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大正 十 年 二月 二十四日 中耳炎に て 四^！^ 逝去。 鹿 兒島郡 元 墓地に 葬る 
五葉は 夏 目漱石 氏の 「我輩は 猫で ある」 の 装釘に より 一躍 装釘 画家と して 見出され 明治より 大正の 間 
大いに 活躍し 五葉の 装釘した 単行本 及 雑誌は かなりの 数に なって いる 其の 主なる ものを ひろへ ば 
夏 目漱石  「我輩は 猫で ある 「「蒙 虛 集」 「虞美人草 」 r 鶉 籠」 「草 合」 「それから」 「三 四 郞」 
「門」 「四 篇」 「彼岸 適 迄」 「坑夫」 「野 分」 等 

泉 鏡 花 「恋女房」 「三味線 堀」 「錡花 集 ' 「銀鈴 集」 「乘合 船」 「南 地心 中」 「旅行 車」 「櫻 草」 
「国 貞袅 かく」 

森鷗外  「一幕物」 「みれん」 「雁」 「青年」 「天 保 物語」 「十 人 十 話」 「ちり ひぢ 」 等 
永 井 荷 風 「紅茶の 後」 「すみ だ 川」 「牡丹の 客」 「新橋 夜話」 等 

其 他 樋 ロー  葉、 二葉 亭 、內 田魯奄 、三 好学、 山路 愛山、 長 田 幹 彥谷崎 潤 一郎、 正宗 白鳥 
鳥 村 抱 序、 与 謝 野 晶子、 中 村 春雨、 森田苹 平、 金子 薰 園、 高浜虛 子、 鈴 木 三重 吉、 
小宮 豊隆 、小 杉 天外、 其 他 諸氏の ものを 多数 手がけて いる。 

〇 雑誌 類の 表紙、 ロ繪 、揷繪 、ヵット 等 も 数多く 

三 田 文学、 婦人 公論、 ホ トト ギス 、文芸、 中学 世界、 ハガキ 文学、 新小說 、文芸 倶楽部、 婦人 画報 
新 家庭、 斯 民、 海軍、 等 有り。 

〇浮世繪に閧する研究論文も多く東京朝日、|美術、新小說、美術新報、浮世繪、芸術談話十ニ講、 
読壳新聞、錦繪、浮世繪研究、等に発表し論文集の計1もあったが平逝の爲中廠した其研究の科学 
的な 方法は 当時の 漸新な もので あつた。 

浮世 繪版 画集 及 其 解說も 多数 出て 居る。 

大正 五 年頃より 十 年までの 間は 自画 版画の 自家 出版に 専心 其 死に 至る まで 熱心であった。 

五葉は 浮世 繪 研究家と して® られて 居た ので 米国人 浮世 繪 愛好家の 来訪者 及 知人は 多かった。 交遊 
者の 中に も ハッ パー氏 (浮世 璣 研究家) 及 ラィト 氏 (建築家 帝国 ホテル 設計者) 等 交遊が 深かった 

ハッ パ— 氏は 一九 三 四 年 出版の 氏の 著書 r チヤ パ ニ丨ス X ケッチ アンド チヤ パ ニ— X プリント」 中 

に 五葉の 版画に 言及 志 当時す でに 五葉は 歌 麿 清 長に 並ぶ ものと 将来 必ずなる と 予言 せられて 居る が 
今日の 米 人 浮世 繪 愛好家の 甲では も 早 其 事： 3 常識と 成って 居る、 であるから 五葉の 版画は 米国人に 
より 高く 評価され 又 発見され た 画家と も 云へ るので ある。 

米国に ては 再々 五葉の 展覧会が 行われ 美術館 等に -% 所蔵され 貴重な ものと されて 居る。 

米国 以外に て も 一九二 五 年 パリ ー 万国博覧会に て 最高 受賞し 一九 三 ニ年ス チゥ ジオ 誌に 紹介され た 
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卜 二月 二十 一日 鹿 児 鳥 市に 橋 ロ 兼満の 三男と して 生れた。 

長兄 貢 次兄 半次郞 妹と み 子が あつた ® 

川 京 下 谷 区 谷 中 清水 町の 長兄 宅に 住す。 橋本雅 邦に 師事し 後 親類 黒 田 清 輝 画伯の す 
すめに て 白馬 会に 入り 洋画を 学ぶ 

朿京 美術学校 西洋画 科 本科に 人 学 当時 学友に 辻 永， 山 下 新太郞 、和 田 三 造、 靑山熊 
治、 靑木繁 、坂 本 繁ニ郞 等 有り。 

特待生と なり 月謝を 免ぜら る。 

夏 0 漱石に 見出され 小說 我輩は 猫で あるの 装釘を なし 一躍 装釘 界に 名を なす 0 
美 校 卒業 研究科に 人る。 - 

第一 回文 展油場 大作 「羽衣 J , 出品 (後に 明治 大正 •名作 展出品 ) 東京 勧業博覧会 工芸 
部に 「孔雀と 印度 女」 油繪屛 風を 出品し 二等賞を 得。 

牛 込 区 左內町 次兄 宅に 住す。  ，- 
三越 懸賞 ビ. ラに 応募 一等 当選 画 名を 高む。 

結 城 素 明、 平 福 百穩氏 等と无 声 会を ば じめ 新 日本画の 運動に 加わる。 

版画 試作 「浴 女」 を 出版。 

やまと 錦繪 十二 冊 (版画 及 解說) を 浮世 風俗 会の たのみに より 出版す。 赤 坂 台 町に 
住す  . ^ 
版両 「化粧の 女」 r 耶馬溪 の 雨」 出版。 

岩波 寄 店の 求に より 保 永 堂 版 広 重 五十三次 出版 。今日 紙 値を 高む。 

江 戶紛 鑑賞 会の 需 により 版画 •「 雪の 伊吹山」 出版。  • 

岩波 宵 店需に より 「歌 靡 集」 出版す。 

_ 両 版画 製作に 專心。 

版画' 「神 戶宵月 」 「 京都 三 条大 橋」 「盆 持てる 女」 「紅 筆 持てる 女」 「髮 すける 女」 
「存 襦袢の 女」 「夏衣の 女 一 r 浴後の 女」 「手拭の 女」 を 出版し 今日 米国に て歌蹩 、 
\清 ^ に伍する者として赏赞されて居る9. 
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